
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

水道事業の経営について、現在は比較的安定してい
るが、年々給水収益が減少し、これ以上の費用の削
減も難しいなど、経営状況の見通しは非常に厳し
い。また施設については老朽化が顕著になり、有収
率からも漏水等、施設・設備の老朽化が影響してい
るのは明らかである。今後は施設更新が大きな課題
となると予想され、収支バランスを見ながら、更新
の際、効率性の上がるような箇所の選定等を考え、
より健全性・効率性を向上させていく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

全国平均と比べて管路の経年化が進んでおり、老朽
化が顕著となっている。早急に更新を実施する必要
があるが、年々低下傾向にある有収率や施設利用率
の低迷により、優先順位の決定や施設の統廃合等規
模縮小を図るなど、慎重に更新を進めていく必要が
ある。今後は管路の老朽化診断を実施し、実際に老
朽化が進んでいる管から優先的に更新を行ってい
く。また、28年度からは簡易水道事業の施設が統合
されており、それらも併せて施設の更新を計画して
いく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

660.13 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 85.31 98.26 2,721 35,581 53.90

経営の健全性については、各指標とも水準以上保た
れており問題ない。給水に係る費用は料金収入で十
分に賄えており損失も抱えておらず、支払に十分耐
え得るだけの現金等もある。効率性については、施
設利用率をみると低水準での横ばい傾向で推移して
いて、当市の社会的問題（過疎化）が浮き彫りに
なっており、これは各指標に影響を与える給水収益
に影響を与えるので、今後注視する必要があると考
える。
27年度は凍結による大規模な水道管破裂事故が発生
したため、例年に比べ有収率がかなり低下してい
る。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

141.55 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

法適用 水道事業 末端給水事業 A5 36,545 258.17

経営比較分析表
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.44 0.98 0.76 0.74 0.16

平均値 0.70 0.81 0.59 0.60 0.56

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

114.00

116.00

118.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 116.67 111.34 115.27 111.07 116.08

平均値 105.61 106.41 106.89 109.04 109.64

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 49.69 50.66 52.07 54.27 55.99

平均値 35.53 36.36 37.34 44.31 45.75

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 4.59 3.15 6.33 6.15 28.97

平均値 6.47 7.80 8.39 10.09 10.54

①経常収支比率(％)

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 6.79 6.33 7.76 3.77 3.62

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 2,402.66 948.69 1,915.90 1,338.46 1,134.76

平均値 832.37 852.01 909.68 382.09 371.31

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 152.44 153.38 154.38 193.48 186.93

平均値 403.15 391.40 382.65 385.06 373.09

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 112.26 104.93 109.58 104.06 111.81

平均値 94.86 95.91 96.10 99.07 99.99

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 131.32 140.64 134.85 142.56 132.50

平均値 179.14 179.29 178.39 173.03 171.15

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 49.16 49.06 48.40 46.00 47.77

平均値 58.76 59.09 59.23 58.58 58.53

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 87.85 86.04 84.80 84.46 79.65

平均値 84.87 85.40 85.53 85.23 85.26

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.56】 【0.87】 【262.74】 【276.38】

【89.95】【59.76】【163.72】【104.99】

【47.18】 【13.18】 【0.85】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

簡易水道事業という特性上、人口規模が小さいうえ
人口減少も進んでおり、収益は減少傾向にある。こ
れまでも経費削減に努めてきたが、これ以上の削減
は難しく、厳しい経営状況である。今後は水道事業
へ統合されるが、これまで以上に、経営の健全化や
施設の効率化を進めていく必要がある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

2. 老朽化の状況について

該当数値はないが、水道事業への統合に伴い、一部
施設更新を実施しており、今後の更新は、水道事業
の中で検討していく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

10.07 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 該当数値なし 0.81 2,719 293 29.09

料金回収率からみると、料金の見直しが必要な事は
明らかである。また、企業債残高対給水収益比率が
高くなっており、給水原価上昇の一因と考えられ
る。収益的収支については、事業規模が小さいた
め、突発的な施設修繕が大きく影響する場合もある
が、赤字解消に向けた改善傾向がみられ、経営改善
に向けた取組みの成果が徐々に表れてきている。
施設利用率・有収率は平均以上であり、効率的に運
営されていると考える。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

141.55 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) －

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D4 36,545 258.17

経営比較分析表
岡山県　備前市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.61 0.37 0.70 0.91 1.26

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 80.58 83.31 84.91 59.91 90.40

平均値 68.61 70.76 71.66 73.06 72.03

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

5,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 3,793.28 3,709.05 3,580.01 3,316.74 4,417.51

平均値 1,442.51 1,496.15 1,462.56 1,486.62 1,510.14

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 18.74 20.99 20.95 20.20 20.62

平均値 33.30 33.01 32.39 24.39 22.67

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

1,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 871.30 774.16 784.98 834.94 702.46

平均値 526.57 523.08 530.83 734.18 789.62

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

53.00

54.00

55.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 53.98 54.20 53.28 52.44 53.70

平均値 50.66 51.11 50.49 48.36 48.70

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 87.90 85.45 83.95 84.29 82.28

平均値 74.13 74.16 74.21 75.24 74.96

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.51】 【1,242.90】

【75.27】【57.58】【524.69】【33.35】

【0.71】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


